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平成２８年度 第２回千葉県博物館協議会会議 議事録要旨 

 

 

１ 日 時 

平成２８年１１月３０日（水） 午後１時３０分～３時３０分  

 

２ 会 場 

  千葉県立現代産業科学館 会議室 

 

３ 出席者 

【委  員】岡本委員、鵜澤委員、細井委員、中原委員、米本委員、柳谷

委員、髙橋委員  

 【博  物  館】（美術館）田村館長、（中央博物館）萩原副館長、（現代産

業科学館）平賀館長、（関宿城博物館）谷鹿館長、（房総の

むら）安藤館長 

【文化財課】植野主幹兼学芸振興室長  

 

４ 議事概要 

（１） 開 会  

（２） 館長挨拶 

千葉県立現代産業科学館 平賀館長 

（３） 議 事 

 ア 学校教育への博物館の学習支援のあり方について  

○現代産業科学館  

（資料とパワーポイントによる概要説明） 

①館の概要・入館者の推移 

②現代産業科学館における学習支援について  

（各種教育プログラムについて別室で解説・体験） 

 ③団体工作教室・出張講座・学習キット 

○委 員 市川工業高校との単位認定は、どのような講座を開設し、どれく

らいの時間で実施しているか。  

○現代産業科学館  

講座やイベントに参加し、レポートを書いて提出してもらってい  

る。双方の協定に基づいて実施しており、１単位について３５時間  

実施している。受講状況により単位の認定は学校側が行っている。 
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○美術館  

美術館では単位認定として７０時間実施している。展示をつく

り、ギャラリートークまで実施している。  

○委 員 学童保育でも出張講座に来てもらうことはできるのか。また、土  

日も可能か。千葉市の科学館では科学者育成講座を実施しており、

簡単な研究論文のまとめや発表も行っている。市川市は千葉市か

らは少し遠いので、６年生の国会議事堂見学との組み合わせや５

年生の工場見学との組み合わせで見学が設定できれば申し込みや

すい。  

○議 長 出張講座を実施しているのは、どのような団体が多いか。  

○現代産業科学館  

学童等色々な団体があり、相談によりケースバイケースで対応

している。  

○委 員 小学校のニーズはどのように把握し、どのように連携をとって

いるのか。複合的な事業展開が可能なのではないか。工作物の販

売も検討したらどうか。原理を教えれば育つ子は育ち、出張講座

を行った学校等がリピーターとなりうる。  

○現代産業科学館  

     実験の前に原理などを説明している。内容については学校ごと    

に相談して決めている。キット販売については、館が直接販売で

きないので、友の会と協力する等検討したい。  

○委 員 限られた職員数で大変努力していると思う。経費についてはど

うか。  

○現代産業科学館  

材料費について、実費分を徴収している。  

○委 員 学校利用の場合には無料にしてもらえるとありがたい。  

○委 員 マスコミへの広報は大変重要である。テレビだけでなくラジオ  

    も細かい内容まで紹介するので利用した方が良い。地域と連携し  

たものや県内全域を対象にしたものについて取り上げることが多  

い。出張講座等活発に活動されている。サイエンスや産業に関す

る県立博物館はここだけなので、全県的な関わりを持ってもらい

たい。県内で格差ができないように新聞等多方面に情報発信した

方がよい。  

○委 員 ５月～１２月にサイエンスを学ぶ事業を行っている。４年生か

ら６年生でソーラークッカーを行っている。この経験から、中学
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に行ったら理科クラブに入りたいという子供もいる。出前講座は

子供たちにも欠かせない内容である。体験的なものを増やしてほ

しい。  

○議 長 科学館における学習支援は重要なテーマで、以前から扱ってい

るが、学校側はどう思っているかが大切。  

○委 員 教員が学ぶ場として、「教員のための博物館の日」の利用状況    

はどうか。  

○現代産業科学館  

国立科学博物館が中心となって行っている事業で、夏休み中の  

    数日間設けている。特に実験について学ぶ場を組み入れている。  

○中央博物館  

参加者は個人の資格で、数十名参加している。千葉市教育委員

会や校長会、教育事務所を訪問しＰＲを行うとともに、教員が参

加しやすい内容を考えている。  

○委 員 特別支援学校の生徒も、技術の発展により活動範囲が広がって

いる。そのため、外に出る機会も欲しているので特別支援招待日

の設定もどうか。  

○現代産業科学館  

学習支援のニーズを広げるとともに、来年も来てもらえるよう

に周知に努めたい。  

○委 員 学習支援についても、県内の色々な場所でのＰＲが必要ではな

いか。  

○委 員 常設展示の内容が今のままでよいのか。情報系、医療福祉系の 

展示があっても良いのではないか。  

○現代産業科学館  

予算的に厳しく苦労しているが、最先端の内容も追加したいの

で、予算の範囲内で部分的に更新している。  

○委 員 常設展を魅力的にするようお願いしたい。  

 イ その他  

○議 長 その他なにかあるか。なければ終了とし、進行を事務局に返し

閉会としたい。  

○事務局 ＜評価についての説明・次回の案内＞  

（４）閉会  


